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バスケットボール競技
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東京 長崎
No. 得点 3P 2P FT Ｆ R As No. 得点 3P 2P FT F R As

4 * 9 0 3 3 0 0 0 4 * (C) 11 0 4 3 5 7 2

5 4 0 2 0 1 0 2 5 0 0 0 0 0 0 0

6 * (C) 9 3 0 0 2 1 2 6 * 10 2 2 0 2 1 3

7 6 0 3 0 5 10 0 7 * 13 0 6 1 5 11 5

8 19 2 2 9 3 10 0 8 11 3 1 0 2 2 0

9 * 13 2 2 3 1 0 3 9 * 14 1 2 7 4 6 4

10 * 9 1 2 2 1 4 1 10 * 3 1 0 0 3 6 0

11 2 0 1 0 4 2 0 11 0 0 0 0 1 1 0

12 6 2 0 0 2 1 2 12 - - - - - - -

13 5 1 1 0 2 0 0 13 0 0 0 0 0 0 0

14 * 2 0 1 0 1 1 1 14 10 0 4 2 5 2 0

15 0 0 0 0 0 0 0 15 6 1 1 1 2 1 1

0 0

84 11 17 17 22 29 11 78 8 20 14 29 37 15

＊…スターター　(C)…キャプテン　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　　F…ファウル　　Ｒ…リバウンド　　As…アシスト
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コーチ

陣内 純大

山田 航

藤田 俊祐

岡 隆輔

小松 昌弘

森川 純平

立花 大介

高田 歳也

今宮 翔太

吉留 将平

加藤 耕太郎

合計

戦　　評

記載者 高田裕己 （所属） 長崎県バスケットボール協会

合計

コーチ 奥山 興祐

鈴木 伸之

選　手　氏　名

岩下 達郎

福田 大佑

福田 侑介

根岸 豪

中嶋 将貴

近藤 紘光

酒井 祐典

山田 悠太

小林 純也 庄司 亮介

吉田 雄治

岩本 清

No. 19G-1 日時：

選　手　氏　名

山田 純也

○ ●
大山　直輝（山口）

競技記録

東京 長崎84 78

2014年10月19日(日) 会場： 三菱重工総合体育館10:00

成年男子準々決勝

松本　究（佐賀）主審
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東京 長崎

昨年度優勝東京と開催県長崎の対戦。最初に主導権を握ったのは長崎。＃７の１対１と＃６のインターセプトから

の速攻で勢いをつける。しかし、東京は＃６、＃９のスリーポイントで応戦。第１Ｑは、１８対２５長崎リードで終了。

第２Ｑ開始も長崎＃７の活躍により長崎が１０点差をつける。東京もじわじわと追い上げを見せるが、長崎は＃６の

スリーポイント、＃１４の１対１からの得点で寄せ付けない。３２対４０で第２Ｑ終了。

第３Ｑ、徐々に東京が試合のペースを掴む。＃４の１対１で残り４分、ついに東京が４３対４２と逆転に成功する。し

かし、粘る長崎は＃６のスリーポイントと＃４の連続得点で５０対５４と再逆転をし第３Ｑを終了。第４Ｑ開始、一進一

退の攻防が続く。しかし終盤ペースを掴んだのは東京。＃９の外角シュートが決まり、１点差に詰め寄る。対する長

崎はタイムアウト直後、セットプレーから＃８のスリーポイントで６６対７０とする。東京も＃７のゴール下のポストプ

レーを中心に得点を重ねる。お互い１歩も引かない展開で７２対７２となったところで延長戦へ突入。

延長戦も両者譲らず。しかし、東京はフリースローによる得点や＃１４のゴール下からの得点で８１対７４と突き放

す。長崎は＃４、＃１４を退場で欠き、苦しい展開。＃１５のスリーポイントで４点差まで詰め寄るも最後は東京が落

ち着いてフリースローを沈め、８４対７８で東京が息づまる接戦を制した。

前回優勝の東京をあと一歩のところまで追いつめた長崎。最後は惜しくも力尽きたが、健闘した地元選手の奮闘に

は会場から惜しみない拍手が送られた。


